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昭
和
二
十
二
年
、
高
萩
土
地
区
画
整

理
事
業
の
委
員
と
し
て
、
戦
災
区
域
の

区
画
整
理
事
業
に
尽
力
さ
れ
、
今
日
の

本
市
都
市
形
成
の
基
盤
づ
く
り
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
高
萩
町

商
工
会
理
事
と
し
て
、
商
工
会
館
の
建

設
及
び
昭
和
三
十
五
年
の
法
施
行
に
よ

る
法
定
商
工
会
設
立
等
に
尽
力
さ
れ
、

商
工
会
組
織
の
基
盤
の
確
立
と
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
。

納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
本
市
の

市
民
表
彰大高亀次

さん

（83歳）

有明町 1 1月21日に行われた表彰式

の
進
展
を
図
る
と
と
も
に
、
昭
和
三
十
つ
く
り
運
動
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、

八
年
に
、
八
州
会
を
結
成
し
、
現
在
も
高
萩
長
寿
会
長
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

家
元
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
会
理
事
と
し
て
老
人
福
祉
の
向
上
の
た

永
年
に
わ
た
り
吟
詠
を
通
じ
、
市
民
め
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

第
川
回
を
迎
え
だ
市
民
表
彰
式
が
、
十
一
月
二
十
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は
、
表
彰
八
人
、
ほ

一
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
、
市
役
所
三
階
会
議
室
う
員
二
人
と
一
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
を

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
各
分
野
で
活
罹
さ
れ
て
い
る
人
受
彰
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
の
間
県
北
の
各
小
・
中
学
校
の
校
長
と
業
行
政
に
携
わ
り
、
こ
の
間
農
呼

の
間
県
北
の
各
小
・
中
学
校
の
校
長
と
業
行
政
に
携
わ
り
、
こ
の
間
農
業

の
文
化
的
教
養
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
イ

い
る
功
績
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

昭
和
十
三
年
に
吟
詠
の
道
に
入
門
さ
を
広
め
た
。
市
に
お
い
て
は
、
市
民
志
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
四
十
一

，
１
』
、ｒ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
営
む
か
た
わ
章
審
議
会
長
と
し
て
制
定
に
尽
力
さ
れ
、
年
か
ら
十
年
に
わ
た
り
、
高
萩
市
農
業

何
そ
の
道
に
精
進
さ
れ
て
き
た
。
今
日
ま
で
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
副
会
協
同
組
合
の
理
事
と
し
て
地
域
農
業
の

失
明
と
い
う
不
幸
に
も
め
げ
ず
家
業
長
を
つ
と
め
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
基
盤
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
。

教
職
に
携
わ
る
こ
と
四
十
年
余
、
こ
四
期
十
二
年
間
、
農
業
委
員
と
し
て
農

第
Ⅱ
回
市
民
表
彰
・
ほ
う
賞

（
） ふ

い
戟
恥
設
〆
・
乱
●
●
・
呼
詠
凡
嘘
．
‘
私

花園教之

さん

（74歳）

本 町

振
興

」
Ｏ

し
て
、
県
北
敬
育
界
の
発
展
に
多
大
の
部
会
委
員
を
つ
と
め
る
な
ど
農
政
の
車

誕
認
蜘
Ⅷ
貢
献
を
さ
れ
た
。

大
な
継
機
の
な
か
で
、
本
市
農
業
の
振

茨
城
国
体
を
契
機
と
し
た
「
花
と
ほ
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

田
侶
春
う
き
の
県
民
連
動
‐
｜
の
推
進
委
員
と
し
ま
た
、
秋
山
中
地
区
の
常
設
補
助
委

士
ロ

て
活
躍
し
、
県
下
に
花
い
っ
ぱ
い
連
動
貝
、
常
設
委
員
と
し
て
地
域
の
発
展
に
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昭
和
三
十
三
年
か
ら
四
十
五
年
ま
で
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大森四郎
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(73歳）

秋 山

昭
和
三
十
一
年
、
地
域
納
税
者
に
呼

び
か
け
松
合
一
納
税
貯
蓄
組
合
を
結
成

し
、
そ
の
組
合
長
と
し
て
以
来
二
十
五

年
間
、
組
合
員
の
指
導
並
び
に
運
営
に

努
力
さ
れ
、
市
の
自
淌
発
展
に
寄
与
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
高
萩
市
米
穀
小
売
連
絡
協
議

Ｌ
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．
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消
防
団
員
と
し
て
三
十
三
年
余
の
永
き

に
わ
た
り
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
保

灌
す
る
消
防
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

こ
と
に
昭
和
二
十
二
年
か
ら
市
消
防

団
副
団
長
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
は
団

長
と
し
て
、
消
防
業
務
に
精
励
さ
れ
、

本
市
消
防
行
政
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
四
年
、
民
生
・
児
童
委
員

に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
常
に
社
会
奉
仕

の
精
神
を
も
っ
て
地
域
の
よ
き
相
談
者

と
な
り
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
向
上
の

た
め
献
吋
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い

る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
年
か
ら
十
三
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
心
配
ご
と
相
談
貝

と
し
て
の
適
切
な
助
言
と
指
導
は
、
市

民
の
感
謝
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

現
庇
、
高
萩
日
舞
会
の
会
長
と
し
て

会
員
を
よ
く
ま
と
め
、
施
設
の
慰
問
等

福
祉
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
．

会
長
、
茨
城
県
食
櫛
販
売
協
同
組
合
の

理
事
と
し
て
、
米
穀
小
売
業
者
の
地
位

の
向
上
と
米
の
消
費
拡
大
に
努
め
ら
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
高
萩
市
菊
花
会
長
と
し
て

も
活
朏
さ
れ
た
。
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田刀口 丹 たま

さん

71歳）（70歳）

高 萩 安艮川
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］受
誉
員

昭
和
三
十
四
年
、
民
生
・
児
童
委
員

に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
常
に
社
会
奉
仕

の
精
神
を
も
っ
て
地
域
の
よ
き
相
談
者

失
勲
五
等
双
光
旭
日
章
‐
１
－
！
糸

口
章
‐
１
－
；
！
茨

$i｣iめで；とう
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
勲
五
等
双
光
旭
日

章
を
受
け
ま
し
た
。

花
園
さ
ん
は
、
大
正
十
五
年
三
月
か

ら
松
岡
尋
常
高
等
小
学
校
の
訓
導
に
任

命
さ
れ
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
日
立
市

多
賀
中
学
校
を
退
職
す
る
ま
で
勤
続
四

十
余
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
教
育
者
と

し
て
の
使
命
達
成
に
専
心
努
力
し
、
と

く
に
校
長
と
し
て
は
、
十
九
年
間
の
長

期
に
わ
た
り
小
・
中
学
校
の
教
育
に
尽

力
さ
れ
、
さ
ら
に
社
会
教
育
に
熱
情
を

そ
そ
ぎ
、
今
日
も
献
身
的
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
。

と
く
に
小
学
校
長
と
し
て
は
、
昭
和

二
十
二
年
か
ら
三
十
一
年
三
月
ま
で
の

ま
た
、
昭
和
三
十
一
年
の
市
体
育
協
で
あ
る
と
と
も
に
、
昭
和
四
十
年
か
ら

会
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
副
十
三
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
心
配
ご
と

会
長
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
は
会
長
と
相
談
員
と
し
て
の
適
切
な
助
言
と
指
導

し
て
体
育
協
会
の
育
成
強
化
を
図
り
、
は
、
市
民
の
感
謝
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
市
民
の
健
康
ま
た
、
高
萩
地
区
オ
パ
ー
ル
婦
人
会

増
進
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
発
足
当
時
か
ら
入
会
し
、
現
在
は
副
会

相
談
員
と
し
て
の
適
切
な
助
言
と
指
導

は
、
市
民
の
感
謝
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
高
萩
地
区
オ
パ
ー
ル
婦
人
会

発
足
当
時
か
ら
入
会
し
、
現
在
は
副
会
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鯵

花
園
教
之
さ
ん

（
七
十
四
歳
）
１

本
町
一
の
七
五
Ｉ

は
、
小
・
中
学
校

の
教
育
の
振
興
に

杉山 きく

さん

（70歳）

高浜町

九
年
間
歴
任
、
そ
の
間
、
戦
後
ま
も
な
瑞
宝
章
を
受
け
ま
し
た
。

い
食
糧
不
足
に
対
し
、
児
童
の
体
位
体
矢
代
さ
ん
は
、
永
き
に
わ
た
り
高
萩

力
向
上
を
め
ざ
し
、
味
噌
汁
・
ミ
ル
ク
町
役
場
書
記
、
町
、
市
議
会
議
員
、
市

給
食
の
普
及
や
、
パ
ン
を
主
食
と
し
た
農
業
委
員
会
委
員
、
市
消
防
団
団
長
、
社

完
全
給
食
へ
の
導
き
を
し
た
。
さ
ら
に
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
、
市
老
人
ク
ラ

学
校
の
環
境
の
充
実
と
、
体
位
、
学
習
ブ
連
合
会
長
な
ど
幅
厘
い
活
躍
を
さ
れ

Ⅲ
上
の
諸
施
策
の
実
現
に
努
力
さ
れ
た
。
た
。

ま
た
、
父
兄
が
教
育
の
実
際
に
参
加
と
く
に
、
昭
和
二
十
六
年
町
議
会
議

す
る
「
一
日
入
学
」
を
行
う
な
ど
、
県
貝
、
以
来
市
議
会
議
員
と
し
て
十
七
年

下
初
の
試
み
を
し
、
普
及
さ
せ
た
。
余
の
永
き
に
わ
た
り
副
議
長
、
常
任
委

中
学
校
長
は
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
貝
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
昭
和
二
十

高
萩
中
を
経
て
、
多
蜘
中
学
校
長
に
至
九
年
の
町
村
合
併
、
市
庁
舎
建
設
、
秋

る
十
年
間
歴
任
、
そ
の
間
、
技
術
教
育
山
中
学
校
建
設
、
高
萩
駅
西
、
東
地
区

や
科
学
教
育
の
振
興
に
努
力
さ
れ
た
。
の
土
地
区
画
整
備
事
業
な
ど
都
市
形
成

珠
勲
五
等
瑞
宝
章
…
１
１
‐
：
‐
＃
１
糸
の
終
盤
事
業
に
も
貢
献
さ
れ
た
。

叩
理
群
｝

上
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
勲
五
等
行
政
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

長
と
し
て
、
婦
人
の
立
場
か
ら
更
生
保

護
活
動
な
ど
の
奉
仕
活
動
に
、
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
、
社
会
の
浄
化
と
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

ほ
う
賞 ‐

し
て
、
子
ど
も
会
の
育
成
に
献
身
的
に

努
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
秋
山
小
・
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
義
務
教
育

の
向
上
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

永
年
に
わ
た
り
青
少
年
相
談
員
と
し

て
旺
盛
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
も

っ
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
日
夜
努

力
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
秋
山
中
子
ど
も
会
の
会
長
と

沼田 貢

さん

53歳）

秋 山

た
り
幼
児
、
児
童
、
生
徒
の
歯
科
検
診

に
携
わ
り
、
児
童
、
生
徒
の
健
康
の
保

持
増
進
、
む
し
歯
予
防
、
お
よ
び
摘
療

さ
ら
に
口
腔
衛
生
思
想
の
普
及
充
実
に

寄
与
さ
れ
た
。

‐
Ｉ
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溺
俄
蝉
罐
弾
革
Ｐ

噌

市
内
単
位
子
ど
も
会
、
一
四
九
単
位

多
年
に
わ
た
り
高
萩
地
区
交
通
安
全
会
員
数
六
四
二
八
人
の
連
合
組
織
と
し

協
会
理
事
、
交
通
少
年
団
高
萩
団
の
指
て
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
設
立
以
来
、

導
者
と
し
て
、
交
通
安
全
思
想
の
啓
蒙
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
密
に
し
な

普
及
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
が
ら
、
子
ど
も
会
の
諸
行
事
に
積
極
的
に

ま
た
、
五
十
一
年
、
高
萩
市
民
間
交
参
画
、
協
力
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
夏

通
指
導
隊
の
発
足
当
時
か
ら
隊
員
と
し
休
み
を
利
用
し
て
子
ど
も
会
幹
部
講
習

て
、
街
頌
立
哨
や
交
通
安
全
教
育
に
活
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
指
導
者
の
育
成

躍
。
現
在
は
、
副
隊
長
と
し
て
、
交
通
と
本
市
子
ど
も
会
活
動
の
健
全
育
成
の

事
故
の
防
止
に
貢
献
し
て
い
る
。
た
め
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
に
は
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
評
議
員
と
な
り
現
在
も
活
躍

さ
れ
て
い
る
。
四
十
六
年
に
は
、
市
老

人
ク
ラ
ブ
迎
合
会
長
と
し
て
五
年
余
の

永
き
に
わ
た
り
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
指
導

に
あ
た
る
な
ど
、
椙
祉
向
上
に
も
貢
献

さ
れ
た
。

県
功
績
者
と
し
て

三
名
が
受
賞

ー

鈴木昭司

さん

(50歳）

大和町

-{ -…ｰ ・~
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靜団

輔
書表
豐彰
負i
云卜.･ ･一 ･･ ‐－－－ﾊ

多
年
に
わ
た
り
清
掃
業
に
携
り
、
そ

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
て
、
常
に
、

積
極
的
に
業
務
に
従
事
し
、
快
適
な
生

活
環
境
の
維
持
に
貢
献
さ
れ
た
。

永
き
に
わ
た
り
高
萩
警
察
署
の
嘱
託

検
診
医
と
し
て
、
留
置
人
な
ど
の
検
診

と
、
異
常
死
体
の
検
案
に
携
わ
り
、
刑

事
警
察
の
運
営
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
、

検
案
数
七
八
三
体
に
達
し
、
し
か
も
後

に
問
題
と
な
っ
た
も
の
は
皆
無
で
あ
り
、

そ
の
洞
察
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

蕊
銭

患

熊代三治郎

さん

（68歳）

高 萩

宮内嘉一郎

さん

（73歳）

本 町

(3)
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、
や
ル
グ

｢ほんの一杯だけ」 が命とり ／
「

田

Ｆ

Ｌ

ｉ

川
道
交
法

‐
す
べ
て
の
飲
酒
運
転
を
Ⅲ

川
禁
止

近
路
交
通
法
で
は
「
何
人
も
洲
気
を

桁
び
て
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
等

夢

Ｉ
ｉ勤

め
帰
り
に
熱
カ
ン
で
キ
ュ
ッ
と
一
杯
：
．
…
．
お
酒
の
お
い
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
十
二
月
は
忘
年
会
な
ど
、
酒
を
飲
む
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
も
増
え
ま

す
。
「
ほ
ん
の
一
杯
だ
け
」
が
命
と
り
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
「
飲
む
な
ら

乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
の
鉄
則
を
ド
ラ
イ
、
ハ
ー
の
一
人
ひ
と
り

が
自
覚
し
、
こ
れ
を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

貫鐵 １
１

;鐘

曇

露鷺霧識鯵

I
鏡

。画

I
〆

蕊

１
１
１

逸 鶴
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て

お
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
の
糾
庇
を
問

わ
ず
、
す
べ
て
の
飲
洲
運
転
を
鱗
Ｉ
し

て
い
ま
す
。

「
泗
気
を
帯
び
て
」
と
い
う
”
は
、

一
定
の
幌
度
以
ｔ
の
ア
ル
コ
ー
ル
、
つ

ま
り
「
血
液
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

○
・
五
ミ
リ
グ
｜
フ
ム
、
ま
た
は
呼
気
一

Ｊ
ヅ
ト
ル
に
つ
き
○
・
二
血
ミ
リ
ク
ラ

ム
」
を
超
え
た
泄
度
か
認
め
ら
れ
る
場

合
を
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
油
気
帯
び
運
転
は
、
三

か
川
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
″
川
以
下

の
罰
金
に
科
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
違

反
点
数
は
六
点
で
、
運
転
免
許
は
停
止

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
飲
椚
の
彬
群
で
正
常
な
連
惟

が
で
き
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
Ⅲ
中
の

ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
に
関
係
な
く
洲
酔
い

述
岻
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
介
は
、
二

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
九
″
円
以
下
の

罰
金
に
科
せ
ら
れ
、
違
反
点
数
は
十
五

点
で
、
運
岻
免
詐
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

一
〃
、
実
峨
に
よ
る
と
、
酔
い
が
さ

め
る
の
は
か
な
り
遅
い
の
で
、
二
日
酔

い
に
も
十
分
な
汰
意
が
必
要
で
す
。
夜

避
く
ま
で
、
多
岫
に
油
を
飲
ん
だ
あ
く

る
Ⅱ
は
飲
洲
運
転
に
な
る
可
能
性
か
あ

I

１
１

’

I
’

’
飲
潤
運
転
の
実
態
を
み
ま
す
と
、
ま

ず
、
酒
に
対
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
認
識

不
足
か
め
だ
ち
ま
す
。

な
ぜ
飲
潤
連
唯
を
し
た
か
、
と
い
う

問
い
に
対
し
て
、
「
あ
ま
り
酔
っ
て
い

な
い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
か
「
少
ら
し
か

飲
ん
で
い
な
い
か
ら
」
と
稗
え
る
人
か

多
く
、
な
か
に
は
「
酔
っ
た
勢
い
で
」

と
い
う
無
鉄
砲
な
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
膨
群
を

理
解
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
い
で
し

ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
一
種
の
〃
マ
ヒ

剤
〃
と
な
っ
て
、
連
岻
に
必
要
な
「
認

知
」
「
判
断
」
「
実
行
」
の
能
力
を
大
き
く

低
下
さ
せ
ま
す
。

柄
が
入
る
と
、
運
転
に
次
の
よ
う
な

彬
抑
を
与
え
ま
す
。

①
ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
に
む
と
ん
ち
ゃ

く
に
な
る

②
も
の
の
識
別
や
発
見
が
遅
れ
る

③
ブ
レ
ー
キ
や
ハ
ン
ド
ル
操
作
が
遅

れ
か
ち
に
な
る

る
か
ら
て
す
。

‐
ア
ル
コ
ー
ル
は

一
種
の
〃
マ
ヒ
剤
″

川

I

（
）

’
' ''' 1 l l l I I l I 1 1 1 I l l I I

飲
洲
迩
枢
で
紺
せ
ら
れ
る
の
は
、
ド

ラ
イ
バ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
単
に
乗
ろ
う
と
す
る
人
に
油
を

提
供
し
た
り
、
勧
め
た
り
す
る
こ
と
も

紫
じ
ら
れ
て
い
ま
す
．

酒
ひ
た
り
に
な
り
や
す
い
年
の
末
ハ

ン
ド
ル
を
持
つ
人
も
持
た
な
い
人
に
も

〃
恥
る
な
ら
飲
む
な
ノ
〃
を
徹
底
さ
せ

た
い
も
の
で
す
ね
。

④
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
く
な
る

⑤
無
謀
運
転
を
雌
線
連
転
と
感
じ
な

く
な
る

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
油
酔
い
・
澗
気

梢
び
巡
惟
が
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
が

分
か
る
と
思
い
ま
す
。

川
ド
ラ
イ
バ
ー
に

ｉ

川
酒
を
勧
め
た
人
も

州
罰
せ
ら
れ
ま
す

年末・年始の

交通事故防止県民運動

12月10日から1月10日まで

安全は

飲まず急がず

正しい横断

(4)
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基
０
９

1 ．初任給（56年4 11 1日現在）

市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況

ｏ
甥
Ｖ
６
鐸
０
６
誤
苛
Ｖ
Ｏ
餅
Ｖ
Ｏ
尋
０
０
幹
０
０
必
０
０
頭
ｖ
Ｏ
鐸
Ｏ
Ａ
Ｖ
領
ｖ
Ｏ
輔
９
６
釦
瑚
Ｕ
Ａ
ｖ
鋪
Ｖ
Ｏ
領
ｖ
Ａ
型
蚕
Ｖ
Ａ
ｖ
輔
Ｖ
り
的
０
０
幹
。
Ｏ
鋪
０
０
“
Ｃ
Ａ
Ｖ
輔
０
０
鋤
６
６
常
ｖ
Ｏ
釣
０
０
鋒
Ｃ
Ｏ
鉾
０
Ａ
ｖ
鈍
り
△
９
鋪
９
０
韓
心
Ａ
Ｖ
頭
、
６
弾
０
６
“
０
０
“
９
ｔ
“
９
次
、
耗
歩
Ｙ
ｔ
侭
Ｏ
Ａ
刈
唖
く
ｊ
、

職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
給
与
群
の
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

、
、
ル
ト

人
件
費
は
、
五
十
五
年
度
決
算
兄
込
で
み
る
と
、
歳
出
額
五
’
八
億
九
千
九
百
五
十
六
万
円
に
対
し
て
Ｊ
ｆ

費
総
額
十
四
億
二
千
五
百
四
十
八
万
円
で
全
体
の
二
十
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
五
十
六
年
度
普
通
会
計
の
予
算
で
は
、
職
員
数
三
○
三
人
で
給
与
総
削
’
億
七
千
五
百
七
Ｉ
山
万
円
（
紛

料
七
億
三
百
八
十
万
円
、
職
員
手
当
七
千
七
百
十
六
万
円
、
期
末
勤
勉
手
当
二
億
九
千
四
白
七
十
八
万
円
）
で
一

人
当
た
り
の
給
与
費
は
、
三
百
丘
十
五
万
円
に
な
り
ま
す
．
市
職
員
の
う
ち
一
般
行
政
職
の
平
均
給
料
月
額
は
、

二
十
万
七
千
九
百
円
、
平
均
年
齢
は
三
十
七
・
○
八
舷
で
す
。

採f

給＊

採用 ’2年経過後の

給料額
区 初 任分 1

」
．
可

正

両

胖
特立
lへ ↓ 97,000円 108,800円

131,200円

一般行政恥

へ L¥: zji 108,800P

2 －職員の経験年数別学歴別給料月額（56年4月1日現在）

腿 ，》 縦隣年数M鮴’ 経"年数|瞬臨 榊岼数澱梅

高校卒 ’ 164,900円 190,700円 236,600円

大学卒 187,900円
ー

3 ．一般行政職の等級別職員数

’ ,"2幕級 3" 1Ⅲ

高戦市

l等級 5等級 7等級’ 8等級6等級

IX分

」I 1等級 2等級 3等級 l等級 5等級’ 6等級

課 長

副参事
課長補佐

HII E
土や－ 孟丁

参尹

朧
、
王

標唯的職務| 1容
上、

任
主評il

’
王弔王群

I職員数（人）

-『
55 58 201、 18 131R

Tし

トル成比（％）

師‘ | 』‘， 鯛， ｜ ，！
6.4

“｜
100

備考商萩市の1等級が'11の3等級に適用する。

5 特別職の給与・報酬等（56年4jl 1日現ｲ’

報,柵Ⅲ証単端期末手当
給料11"

（年間）

4．職員手当
区分 区分

ー(1)期末・勤勉手当年間4 9Ⅱ分

(2)退職手当茨城県Ili町村総合事務組合（県

内全ilillll 村で柵成）の退職手当

条例のBL定による。

i i

３
ｌ
３
ｌ
３

3

3

．8）1議長
子一 l自二ず

Ⅱ］ ゴ文 590.000円| 3 .8月 280,000円

3 8月
．8月,'jil議長 250,0001'}

1 U 〃r7

切伎 480,000円

38H 8月収入役 430,000円
I当

貝
ミニ･摩

､我 230.0001]」

．ＣＯ

》
国
民
年
金
保
険
料
は

Ｃ○

所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

ＣｏＣｏ

坐
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
税
の

亜
申
告
を
す
る
と
き
「
社
会
保
険
料
控
除
」

Ｑ

垂
と
し
て
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

Ｃ

函
ご
自
分
の
保
険
料
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

○

韮
と
、
家
族
の
分
の
保
険
料
を
あ
な
た
が

Ｃ

》
支
払
っ
た
場
合
に
も
、
昭
和
五
十
六
年

呼
一
川
か
ら
十
二
川
ま
で
に
納
め
た
つ
ぎ

○

韮
の
保
険
料
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｃ

酌
年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど
、
税
金

ロ

エ
の
叩
杵
を
さ
れ
る
と
き
に
は
忘
れ
ず
に

Ｃ

一
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

０

勺
○
定
額
保
険
料

。○

エ
昭
和
五
十
六
年
一
月
か
ら
三
月
ま

Ｃ

で
月
三
、
七
七
○
円

○○○

二
一
、
三
一
○
円
）

とＬＯＣ

函
昭
和
五
十
六
年
四
月
か
ら
十
二
月

○

韮
ま
て
月
囚
、
五
○
○
円

ＣＯＣ

（
Ⅲ
○
、
五
○
○
円
）

、．

一
年
間
’
五
一
、
八
一
○
円

◇

韮
○
付
加
保
険
料

Ｃ○

一
か
川
川
○
○
円
で
年
間
川
、
八

○Ｃ

沁
フ
コ
ｑ

式
ｒ
、
ｒ
ｋ
ｒ
ｌ

Ｃ

》
定
額
保
険
料
と
付
加
保
岐
料
を
合
わ

韮
せ
て
五
六
、
六
一
○
円

。○

エ
○
過
去
の
保
険
料

Ｃ

函
未
納
保
険
料
、
追
納
保
険
料

ＣＣ

ｊ

ｏ

○
Ｉ
Ｅ
Ｉ
○

Ｃ

》
国
民
年
金
の
と
齢
年
金
や
通
算
老
齢

韮
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
現
況
届
は
、

Ｏ

》
誕
生
川
の
末
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と

Ｃ蛤

配
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
用
紙
を
な

○

壬
く
し
た
り
、
現
況
川
の
用
紙
が
未
着
の

Ｃ

四
場
合
は
、
年
金
係
へ
申
出
く
だ
さ
い
。

。

(5)
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Ⅱ
月
羽
日
と
劉
日
に
、
市
民
体
育
館
１
員
咽

車
場
で
行
わ
れ
た
「
第
３
回
高
萩
市
産
業
祭
」

場
は
、
延
べ
２
″
人
の
人
川
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

》
即
榊
錆
癖
衲
姪
遮
誼
雌
一
郡
部
群
峅
祁
鋤
軒
越
奉

罐
し
た
．
地
一
兀
の
生
産
口
叩
の
良
さ
を
知
る
よ
い
機

グ館
会
と
な
り
ま
し
た
。
農
産
物
の
共
進
会
の
部
門

幅
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
な
ど
数
多
く
出
品
さ
れ
、

民
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
４
品
、
優
秀
賞
８
品

市
優
良
賞
皿
品
が
選
ば
れ
、
そ
の
即
売
で
は
、
卿

画声

産
業
瀞
女
化
の
麓
》

蕊
鑿
感
心
高
ま
る

第
３
回
高
萩
市
産
業
祭

高
萩
市
文
化
祭
総
合
展

プレゼントコーナーでまつ人・人

企
業
も
Ｐ
Ｒ
に
け
ん
め
い

（
）

米の消費拡大をねらって

第う回新春マラソン大会へどうぞ／
○と き ： 1月24日 (R) /j､雨決イ｣、

○繩別： 1 ．7キロ （親子の部） 、5キロの部、 10キロの部で、スター|、は、いずれも｢!,,fi萩駅前

○,' | 1場資格 ！ 'j内に届住、 または、 11j. lﾉ1の聿業jﾘ1. 、学二校に迎倣〃、通学している方( ! |j外の方は、 オーープ：
参加として｜忍める）

○コ ス:"r-の部 商萩駅前 管野モータース I l l '二相撲場－－－－市民体育館

5キロの部 ]',./J萩駅前 下手棡入｜ I折返し 「ljlも体育館

10キロの部 ，智j紙駅前一手綱工業| ､j l j也入口折j昼し 市民体育館

○参加費：一般1，000円、帆子1_000111 、 中学・商校生3001リ、 オ フ’ン1,000円

○申し込み先： 1月101二I （日） まて･に参加費を添え言て、市民体育館診、直接お申し込みくだきい°
※くわしいことは、市iも体育館（(壷）③-2552）へお問い合わせ<だ答い。なお、 1月
10日のみ申し込み時間は､午前10時から午後3時までです-.

(6)


